
信州の自然環境モニタリングと
環境科学の総合化に隠する研究(1982)

ニルスン博士を囲んでの「花粉ゼミ」について

私は信州大学環境問題研究教育懇談会のメンバーの一

員として，教育の中l乙信州の自然環境モニタリングを取

り入れたいと考え，教養部でのゼミの一つに，アレルギ、

一源となる空中才開jの調査・同定を主目的とする「花粉

ゼ、ミJを1979年以来開講して来ている。
たまたま，昨 1981年 11月κ，日本花粉学会の招き
で，ストックホルムの自然史博物館花粉研究所々長で，

国際空中生物学会々長のニルスン(S. Nilsson )博士が

来日された時，ニルスン博士を関んでの「花粉ゼミ」を

おζなった。最初20分間程スライドを使用してニルス

ン博士κ、TheA B C of Aerobiologyグというテーマ
で空中生物学の話をして貰った後，質疑応答がなされた。
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ニルスン博士の話は， 1930年代κ生まれた「空中
生物学(aerobiology )という分野は，最初花粉・胞子

を研究する学問分野であったが，その後空中生物学の概

念が拡大主れ，生物起源の空中浮遊物質，さらに生物に

影響を与える空中浮遊微粒子や気体の研究迄含むようκ
なった」という出だしではじまり，空中花粉や胞子の図や

走査電顕像など示おれ，ストックホルムにおいて実際に

花粉をモニタリングしている装置などもスライドを使い

説明された。正規のゼミの学生以外にも，ゼミの先輩，

関連ゼミの学生と先輩，さらに教養部生物学教室の吉田

利男，相馬潔両先生，山本雅道氏なども出席して下さっ

て，茶話会的なリラックスした雰囲気の中で空中生物学

κ関する最新の知識を身Kつける ζとができた。散会し
てからは，ニルスン博士が，花粉プレパラー卜を顕微鏡

で見ながら，ゼミ学生』ζ対し何の花粉か当てさせるテス

トをおζなうという一幕もあった。はじめての試みでは

あったが，一応乙の企画は，教育的に十分効果があがっ

たと考えられるので，乙 ζで御報告申し上げる。

終りに， ζういう機会を与えて下さった百本花粉学会

の上野実朗会長と徳永重元博士に感謝申し上げると共犯，

乙のゼ、リ乙出席して種々御教示いただいた吉田，相馬両

先生および山本氏K御礼申し上げる。
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